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重点教育目標 自拓・拓心 
 

『自らの可能性を信じ, 

将来を切り拓く生徒の育成』 

北斗市立石別中学校 学校通信

Hill of carillon

北斗市立石別中学校 教頭 増田 正弘 

 長く厳しい暑さが続いた夏も少しずつ過ぎ、朝夕には秋の気配を感じるようになりました。校舎周りの木々

や道端の草花にも季節の移ろいが見られ、「実り」の秋を迎えようとしています。秋は、春に種をまき、夏の

暑さの中で大切に育ててきた作物が、いよいよ実を結び、収穫の時期を迎える季節です。田畑に実った稲穂や、

色づいた野菜や果実を見ると、そこに至るまでの農家の方々の手間や苦労、そして自然の恵みを感じます。「実

り」は、突然生まれるものではありません。日々の積み重ねがあってこそ、収穫という形になって表れるもの

です。本校の教育活動も、同じことが言えるのではないでしょうか。13 名の生徒たちは、日々の授業をはじ

めとした教育活動の中で、一歩一歩成長を重ねています。また、14 名の教職員も、生徒一人一人の成長を願

い、それぞれの持ち味を生かしながら教育活動に取り組んできました。人数の少ない本校だからこそ、一人一

人の頑張りや変化を身近に感じることができます。その一つ一つの努力が、少しずつ「実り」につながってい

ることをうれしく思います。その「実り」を、みんなで確かめ、分かち合う大きな機会が、これから行われる

文化祭です。日頃の学習や活動で身に付けたことを、発表や表現という形にして、保護者や地域の皆様に届け

ます。校区内の石別小学校の皆さんと一緒に、和太鼓の演奏にも取り組みます。小学校と中学校、それぞれの

子どもたちが力を合わせ、一つの音をつくり上げる経験は、きっとかけがえのない学びになることでしょう。

文化祭で披露されるものは、完成した「成果」だけではありません。そこには、練習を重ねた時間、思うよう

にいかなかった経験、友達と声を掛け合ったこと、そして「もっとよくしたい」と努力した一人一人の姿があ

ります。そうした過程そのものが、生徒たちの大切な「成長」という「実り」なのだと思います。そして、学

校の「実り」は、生徒や教職員だけで育てるものではありません。日頃から本校を温かく支えてくださる保護

者の皆様、地域の皆様の励ましやご協力があってこそ、子どもたちは安心して成長することができます。文化

祭では、ぜひ地域の皆様にも子どもたちの姿をご覧いただき、ともに「実り」を喜んでいただければと思いま

す。「実り」の秋は、収穫の季節であると同時に、次の種をまく準備を始める季節でもあります。これまでの

成果を喜びつつ、まだまだ伸びていく可能性を信じて、生徒たちと教職員が力を合わせ、これからの一日一日

を大切に積み重ねていきたいと思います。石別中学校の 13 名の生徒が、それぞれの色、それぞれの実を大き

く育てていけるよう、これからも「チーム石別中」として頑張ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 2 日（水）～4 日（金）まで、3 年生が東京方面へ修学旅行に出かけました。3 日間とも天候に恵ま

れ、活動しやすい気候の中で、全員が元気に過ごすことができました。地下鉄などの交通機関を乗り継ぎな

がら、たくさんの見学や体験をすることができました。長い距離を歩く場面もあり、少し疲れた様子も見ら

れましたが、友達同士で声を掛け合ったり、励まし合ったりする姿がありました。お互いを思いやりながら

行動する姿に、3 年生の成長を感じました。さすが、3 年生です。この修学旅行を通して深まった「絆」と

「学び」を、これからの学校生活にしっかりと生かしていってほしいと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期学校評価を受けて・・・ 

自分の命を守るために！！『広域地域防災訓練』をとおして              

 

 

 

 

 9 月１日に石別町内会の皆さんと、石別小・中学校が連携した防災訓練が実施されました。訓練の中で

は、石別中学校の避難所開設にあたり、生徒たちは段ボールベッドの組み立てや簡易トイレの使用法、給

水車による給水体験等、経験を深めました。市役所からは、津波や地震などが起こった時にどのような行

動を取れば良いのか、具体的な事例を想定してグループで話し合いました。天災はいつ起こるかわかりま

せん。自分の『命』を守るためにも、正しい知識と判断のもと素早い行動が求められます。ご家庭でもこ

れを機会に災害時の備えや具体的な対応について、再確認してみてはいかがでしょうか。訓練後は防災食

づくりにも挑戦です。防災食のアルファ米をもっとおいしく頂くために、３種類の防災食づくりに取り組

みました。ひと手間かけると意外と食べ応えのある料理になり、とても美味しかったです。 

 

 
 

 

９月１８日（金）に行われた「ゆうわ交流」。生徒たちは各係に分かれ 

て準備を進めてきました。今年は地域・保護者の皆様と一緒に『サイコ 

ロトーク』や『紙飛行機』を飛ばし、交流を深めることができました。 

会場はとても盛り上がり、楽しいひと時を過ごすことができました。 

当日ご参加いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

  

 

右の結果は前期の活動を振

り返り、後期の改善に活かす

ことを目的にした調査です。

保護者やお学校運営協議会の

皆様からもご回答いただきま

した。どの項目も４点満点中

概ね 3 点を上回っています。

学習規律や進路に関する項目

が他の項目より低い結果とな

りました。今後は運動習慣づ

くりを目指す「プラス 10」

活動のように地道な取組を重

ね、生徒や保護者、地域の方

の声に進んで耳を傾けてまい

ります。安全で安心な居場所

づくりに励んでまいりますの

で、ご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

 

 

  

 

R７ R８ R７ R８ R７ R８ R７ R８ R７ R８
1

授業に意欲的に取り組んでい
る

3.3 3.3 3.1 3.6 3.9 3.1 3.4 3.3

2
準備や姿勢など学習上のルー
ルを守ろうとしている

3.6 2.9 3.5 3.2 3.8 3.7 3.6 3.3

3
進路を意識して学習に取り組
んでいる

2.9 3.0 2.9 3.5 3.6 3.2 3.1 3.2

4
学校行事に意欲的に取り組ん
でいる

3.4 3.6 3.7 3.6 3.9 4.0 4.0 3.7 3.8 3.7

5
学校の様子や出来事を家の人
に話すことができる

3.3 3.1 3.7 3.4 3.6 3.3 3.5 3.3

6
あいさつや返事がきちんとでき
る

3.2 3.4 3.4 3.1 3.5 3.6 4.0 3.7 3.5 3.4

7
その場にふさわしい言葉づか
いができる

3.2 3.2 3.2 3.0 3.7 3.3 4.0 3.7 3.5 3.2

8
日常的に運動に取り組み体力
づくりに努めようとしている

2.7 3.0 2.7 3.4 3.0 3.6 2.8 3.4

9
安心した学校生活をおくってい
る

3.4 3.3 3.6 3.7 3.7 3.8 3.8 3.7 3.6 3.6

10
先生方に気軽に相談すること
ができる（悩み事やいじめ等）

3.3 3.0 3.2 3.4 3.4 3.3 3.3 3.2
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令和８年度　石別中学校
前期アンケート結果

（左R7前期・右R8前期）

5 （月） 教育相談開始（～14日）　　　　　 ALT来校 19 （月） 振替休日

6 （火） 全校集会 20 （火） 2計測開始（～23日）

7 （水） 3年学力テスト(総合B)　視力検査開始（～14日） 21 （水） 花壇後始末

9 （金） 特別支援学級交流会（ネイパル森） 22 （木） 資源回収日

10 （土） 北海道ブロックPTA研究大会道南大会① 23 （金） （花壇後始末予備日）

11 （日） 北海道ブロックPTA研究大会道南大会② 25 （日） 北斗市植樹祭（きじひき高原）

12 （月） スポーツの日 26 （月） 高校合同説明会①（上磯中にて）　　ALT来校

15 （木） 文化祭総練習 27 （火） 高校合同説明会②（上磯中にて）

16 （金） 文化祭前日準備 30 （金） 立会演説会

17 （土） 石別合同ふれあい文化祭（石別中にて）
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